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9月10日全国下水道促進デー
きれいな町のゆめづくり

快
適
な
生
活
支
え
る
下
水
道

　
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
も
た
ら
す
と
共
に
、

河
川
、
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
防
止
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
の
下
水
道
普
及
率
は
三
七
％
程
度
で
、

欧
米
の
七
〇
～
九
〇
％
に
比
べ
る
と
立
ち
遅
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
。
今
年
は

　
「
下
水
道
き
れ
い
な
町
の
ゆ
め
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
運
動
を

展
開
。
施
設
公
開
や
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
こ
の
機
会
に
下
水
道
へ
の
認
識
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
き
、

整
備
促
進
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
事
栗
は
、

都
市
基
盤
整
備
の
重
点
施
策
と
し

て
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
開
始
。

六
十
一
年
八
月
一
日
に
は
、
一
部

地
域
で
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
一
年
奎
経
過
し
た
現
在
で
は
、

汚
水
処
理
能
力
一
日
三
千
五
百

ト
ン
。
対
象
地
域
は
、
木
幡
、

六
地
蔵
、
五
ケ
庄
の
一
部
で
、
整

備
面
積
八
十
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

戸
数
三
千
三
百
八
十
二
戸
、
人
口

一
万
九
百
七
土
ハ
人
の
下
水
処
理

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
人
口
比
で
本
市
全
体
の
六
・
四

妬
に
相
当
し
ま
す
。

　
対
象
地
域
内
で
は
、
供
用
開
始

後
浄
化
槽
の
切
り
替
え
牽
含
め
、

便
所
の
水
洗
化
か
順
調
に
進
行
。

本
年
七
月
末
ま
で
に
二
千
四
十
五

件
の
申
請
が
あ
り
、
水
洗
化
率
は

六
〇
％
か
王
回
り
ま
し
た
。

　
更
に
今
年
度
か
ら
は
、
六
十

ト
供
用
開
始
地
域
で
順
調
に
進
む
工
事

六
年
度
々
ぷ
ｙ
と
し
て
、
整
備
面

積
三
百
五
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人

口
三
万
六
千
九
百
人
、
整
備
率
二

Ｉ
・
七
％
を
目
標
に
積
極
的
な
整

備
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
一
方
、
ま
川
左
岸
地
域
に
つ

い
て
も
、
木
津
川
流
域
下
水
道
の

建
設
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

六
十
四
年
度
供
用
開
始
を
目
指
し

て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
都
市
生
活
を
お
く
る
上
で
欠
く

こ
と
が
出
来
な
い
下
水
道
。
本
市

の
都
市
と
し
て
の
骨
格
を
つ
く
り

上
げ
る
基
本
と
し
て
、
事
業
の
推

進
に
力
奮
人
れ
て
行
章
示
ず
。

　
便
所
の
水
洗
化

　
供
用
開
始
３
年
以
内
に

　
下
水
道
の
処
理
区
域
で
、
便
所

を
ま
だ
水
洗
化
し
て
い
な
い
人
は
、

供
用
開
始
後
三
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
浄
化
槽
式
便
所
は
、
浄
化
槽

奎
廃
止
し
て
排
水
管
を
つ
な
が
替

え
、
直
接
公
共
下
水
道
へ
流
す
よ

う
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雨
水
は
溝
や
水
路
へ
、
便

所
・
台
所
・
ふ
ろ
場
な
ど
か
ら

の
汚
水
は
、
下
水
道
へ
流
す
ぶ
っ

に
つ
な
ざ
替
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
水
洗
便
所
な
芦
排
水
設
備
工
事

は
、
市
が
指
定
し
た
公
認
業
者
で

な
い
と
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
下
水
道
管
理

課
（
豊
⑩
8
4
7
6
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
東
宇
治
処
理
区
の

　
　
　
　
　
供
用
開
始
予
定
地
域

下水道相談

　
水
洗
化
工
事
の
相
談
や
衛
生
器
具
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
９
月
1
0
日
團
＝
平

尾
集
会
所
、
‐
日
溺
＝
御
蔵
山
集
会
所
、

い
ず
れ
も
午
前
旧
時
～
午
後
４
時
。

　　　東宇治浄化センター〈左図〉

　●･とき…９月10日(木)・11日(金)、午前10

時と午後2時の２回●･ところ…木幡北島10番

地･･内容…施設見学、下水道ビデオ上映、粗

品進呈･･問い合わぜ…下水道管理課(fS⑩8

4 7 6)へ。

生ごみ処理ディス

ポーザー

便利ながらも問題点を含む

　　　洛南浄化センター

　　　　(木津川流域下水道)〈右図〉

　･･とき…９月10日(木),午前lO時と午後2

時の２回･･ところ…八幡市八幡焼木１番地･･

内容…施設見学、下水道映画上映、下水道関

連の展示、粗品進呈･･問い合わせ…洛南浄化

センター(aO75〈632〉1433)へ。

　
生
ご
み
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、

濃
縮
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
下
水
へ

流
す
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
」
と

い
ラ
生
ご
み
処
理
器
が
あ
り
ま

す
。
台
所
の
生
ご
み
処
理
に
は

便
利
な
器
具
の
ぶ
箭
す
が
、

排
水
を
営
げ
入
れ
る
側
の
下
水

道
に
と
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
あ
り
ま
す
。

交通災害共済・火災
共済予約加入受け付
け9月1日から

　
昭
和
六
十
二
年
度
（
共
済
期

間
六
十
二
年
十
二
月
一
日
⊥
〈

十
三
年
十
一
月
三
十
日
）
の
交

通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
の
一

斉
予
約
加
入
受
け
付
け
が
、
九

月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

制
度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
や

火
災
に
備
え
て
会
費
を
出
に
Ｘ
Ｊ

い
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
や

火
災
に
遭
っ
た
人
を
救
済
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
、

加
入
申
し
込
み
書
に
同
封
の

　
「
し
お
り
」
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
既
加
入
者
に
つ
い
て

も
両
共
済
共
、
十
一
月
三
十
日

で
期
間
満
了
と
な
り
車
ｙ
。
再

　
（
共
済
会
費
〉

　
交
通
災
害
共
済
Ｌ
人
五
百
円

　
火
災
共
済
１
世
帯
Ｉ
ロ
五
百

　
円
、
２
ロ
千
円
。

　
〈
申
し
込
み
〉

　
田
部
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

出
町
内
・
自
治
会
長
さ
ん
を
通

　
じ
て
（
1
0
月
3
1
日
ま
で
）
。

ぼ
市
内
各
銀
行
、
信
堕
蘆
、

　
農
協
、
相
互
銀
行
の
本
・
支

　
店
、
出
張
所
の
窓
口
で
。

ぼ
市
役
所
交
通
労
政
課
の
窓
口

　
で
。
　
（
交
通
労
政
課
）

763

　
建
設
省
の
実
験
で
は
、
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
に
よ
る
処
理
汚

水
中
の
浮
遊
物
質
（
Ｓ
Ｓ
）

は
、
四
〇
⊥
ハ
○
％
。
水
の
汚

座
深
宗
す
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
官
Ｏ
Ｄ
）
は
、
一
般

汚
水
に
比
べ
約
四
〇
％
も
増
え

ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
①
建

物
内
の
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
る

②
下
水
管
路
に
停
滞
、
詰
ま
る

お
そ
れ
が
あ
る
③
処
理
場
の
負

担
が
大
守
ｙ
伊
化
機
能
が
低
下

す
る
Ｉ
な
ど
以
上
の
こ
と
か
ら

か
ん
が
み
、
現
在
の
施
設
で
は

問
題
が
あ
り
使
用
承
認
は
好
ま

し
ぐ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
公
共
下
水
道
条
例
で
も
、

公
共
下
水
道
に
障
害
夕
及
ぽ
す

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
流
し
て

は
い
け
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
下
水
普
及
率
三
七
弧
、

本
山
ハ
・
四
％
の
現
況
で
は
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
以
前
の
問
題

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
下
水
道
の
普
及
に
伴
い
問
題

の
深
刻
化
か
考
を
Ｅ
ま
す
。

情
報
コ

ー
ナ
ー

施
設
見
学
会
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暦
の
上
で
は
既
に
秋
。
涼
風

が
た
ち
始
め
た
か
と
思
う
と
、

ま
た
三
十
度
を
超
え
る
と
い
う

の
が
ち
よ
弓
と
今
の
季
節
で
、

こ
の
ご
ろ
の
暑
さ
は
本
当
に
体

に
こ
た
え
ま
す
。

　
　
「
石
麻
呂
に
我
も
の
申
す
夏

営
に
芒
と
い
店
応
ａ

り
食
せ
」

　
大
伴
家
持
の
有
名
な
歌
で
す
。

日
本
の
夏
の
魚
と
い
え
ば
今
も

昔
も
鰻
と
決
ま
っ
て
い
る
ぷ
っ

で
す
。
最
近
は
輸
入
の
養
殖
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
、
「
か

ば
焼
」
は
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
源
と

し
て
人
気
が
高
く
、
今
年
立
〈

勢
の
人
が
ロ
に
し
た
こ
と
と
思

れ
名
産
と
し
て
売
り
出
さ
れ
る
　
ま
し
た
。
他
の
漁
業
者
と
の
ト
　
か
り
に
し
た
も
の
が
延
縄
（
は

部
分
が
多
い
た
め
か
、
江
戸
時

代
の
巨
椋
池
の
漁
師
仲
間
の
あ

い
だ
で
も
平
常
時
の
特
別
な
漁

業
規
則
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

程
で
し
た
。
江
戸
時
代
初
Ｊ
ｍ
　
・
フ
プ
ル
か
ら
訴
訟
が
引
吝
起
こ
　
え
な
わ
）
で
、
百
メ
ー
ト
ル
似
上
　
わ
れ
て
い
て
、
仲
間
の
代

年
中
行
事
を
紹
介
し
た
「
日
次
　
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
元
来
　
の
親
糸
に
適
当
な
間
隔
で
灼
先
　
表
者
た
ち
は
漁
場
の
選
定
　
　
’

巨
椋
池
の
漁
業
（
そ
の
四
）

紀
事
』
や
元
腐
辺
哨
所
案
内

記
の
一
つ
『
雍
州
府
ぶ
に
ほ

ぽ
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
雲
児
は
茶
師
の

進
物
の
品
と
し
て
も
重
宝
さ
れ

た
ら
し
ぐ
、
大
名
か
ら
の
礼
状

に
そ
の
名
が
し
ば
し
ば
登
場
し

ま
す
。

　
文
献
を
更
に
ひ
も
と
く
と
、

　
宇
治
・
小
倉
・
木
幡
公
民
館
で

は
、
幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開
き

ま
す
。
こ
の
学
級
は
、
三
歳
児
前

後
の
幼
児
を
も
つ
親
を
対
象
に
、

旱
μ
七
の
成
長
に
合
わ
蒙
に
と
の

よ
う
に
家
庭
教
育
牽
ｙ
れ
ば
よ
い

の
か
を
、
講
師
の
先
生
を
交
え
て

み
ん
な
で
考
え
合
う
も
の
で
す
。

　
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
▼
時

間
…
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正

午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
・
小
倉
・
木
幡

公
民
館
▼
定
員
・
：
宇
治
・
木
幡
公

宇
治
橋
を
支
え
る
石
を
日
常
的

に
管
理
す
る
こ
と
が
任
務
の
彼

ら
は
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
鰻
漁

M
J
I
ん
ｖ
ｕ
い
た
ぷ
つ
で
す
。
・
生

活
実
態
や
漁
法
な
ど
は
ま
っ
た

く
不
明
で
す
が
、
古
く
か
ら
の

鰻
漁
と
い
う
と
ツ
ケ
バ
リ
が
ま

ず
考
兄
ら
元
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
上
部
に
葉
か
残

民
館
＝
3
0
人
、
小
倉
公
民
館
＝
2
5

人
▼
受
講
料
・
：
無
料
ｙ
教
材
費
…

調
理
実
習
な
ど
の
教
材
費
実
費
▼

申
し
込
み
・
・
・
９
月
1
0
日
ま
で
に
受

講
を
希
望
ず
る
公
民
館
へ
電
話
ま

た
は
来
館
で
▼
保
育
・
：
二
歳
以
上

の
幼
児
か
卵
一
人
ま
で
保
育
し
ま
ず
。

ご
希
望
の
人
は
、
受
講
申
込
み
時

に
併
せ
て
。
Ｌ
人
当
た
り
お
や
つ

代
五
百
円
が
必
要
で
す
。

　
（
宇
治
・
小
倉
・
木
幡
公
民
館
）

　
婦
人
学
級

　
上
一
十
一
世
紀
の
女
性
と
し
て

幼児家庭教育学級の日程表(3公民館)

に
餌
を
つ
け
た
子
糸
と
重
石
を

結
ん
で
つ
け
て
お
き
ま
す
。
ナ

ガ
シ
バ
リ
と
い
い
ま
し
た
が
、

鰐
の
数
は
一
本
の
親
糸
に
百
五

十
本
か
ら
行
け
ら
れ
、
も
ち
ろ

ん
ウ
ナ
ギ
だ
け
で
な
く
ナ
マ
ズ

や
マ
ブ
ナ
な
ご
り
よ
く
か
か
り

ま
し
た
。

　
１

　
鰻
漁
は
流
動
的
で
不
確
実
な

心
豊
か
な
情
操
性
の
あ
る
明
日
を

牛
百
ぬ
く
た
め
に
１
を
テ
ー
マ
に
、

万
葉
か
ら
中
世
・
現
代
の
女
性
の

牟
万
万
な
戸
か
ら
自
己
の
牛
活
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
学
習
し

ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
下
表
▼
時

間
・
・
・
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
▼
対
象

…
市
内
在
住
の
女
性
▼
定
員
・
・
・
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
９

月
９
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接

来
館
で
▼
保
育
…
２
歳
以
上
の
幼

旧
篤
人
か
保
育
し
ま
す
。
ご
希
望

笙
ハ
巻
五
〇
二
頁
に
左
の
古
文

書
の
読
み
下
し
又
が
載
蓼
９
れ

て
い
ま
ゐ
で
、
ぜ
ひ
ご
Ｉ
読

ぐ
だ
さ
い
。
（
歴
史
資
料
館
）

Ｊ
バ

　 ０
端
バ
即
に
八
八
Ｅ
　
４
巨
椋
池
漁
師
仲
間

含
吊
手
良
票
゛
　
一
　
　
　
　
　
　
　
鰻
駄
定
≫

Ｉ
ｙ
l
　
1
1
1
1
1
1
1
1
！
ｉ
ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ

や
移
動
の
自
由
、
妨
害
行

為
の
禁
止
を
甲
し
令
り
せ

こ
い
ま
ず
。
（
写
真
下
）

　
天
保
の
大
飢
饉
な
ど
に

よ
る
不
安
定
な
社
会
状
況

が
ま
だ
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
単
に
せ
ち
が
ら
ぐ
な
っ

て
来
た
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
問
題
が
背
景
に
あ
っ
て
、

巨
椋
池
の
漁
民
も
そ
れ
を

深
刻
に
受
け
止
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
「
宇
治
市
ざ

　
　
　
‐
鼻
‐
ｙ
予
診
１
　
ド
　
　
、

丁
子
Ｌ
ぞ
か
ザ
ｔ
ｔ
・
ｉ
ま
や
為
弟
″
を
・
吟

　
Ｉ
考
ぶ
Ｉ
４
ｊ
ｉ
多
寡
ぷ
刄
碓
。
之

・
ｌ
χ
お
７
夥
ふ
か
津
噴
Ｉ
慕
略
ず
・
‐

Ｉ
ｉ
ｉ
？
１
　
６
　
　
　
‐
ｊ
ｌ
『
一

の
人
は
受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ

て
。
お
や
つ
代
二
百
五
十
円
が
必

要
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
・
記
念
日
と
生
活
講
座

　
今
回
は
、
９
月
９
日
の
「
救
急

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
不
慮
の
事
故

や
急
病
に
備
え
て
の
心
構
え
や
応

急
処
置
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
▼
と
き
…
９
月
８
日
叫
午
前
1
0

時
丿
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民

館
▼
テ
ー
了
・
「
救
急
の
日
」
に

ち
な
み
～
い
ざ
″
‥
応
急
の
場
に
備

1

1

1

1

1

1

い

え
て
～
▼
講
師
・
・
・
中
消
防
署
職
員

▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
市
政
概
要
講
座

　
Ｒ
常
生
活
に
お
け
る
行
政
の
役

割
り
と
施
策
に
つ
い
て
学
び
ま
ず
。

▼
と
き
・
・
・
９
月
４
日
面
、
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民

館
▼
テ
ー
マ
・
・
‥
「
市
民
忠
洒
・
経
済

…
に
ど
ラ
か
か
わ
ぴ
が
あ
る
の
？
」

▼
対
象
・
：
市
民
▼
申
し
込
み
・
・
・
当

日
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

〈宇　治公民’館〉－　……

月日 テ　ーマ 講　　師

9/i聴
開講式
　子育ての悩みを話そう

宇治公民館長
市立善法保育所長

9/25吻心の動きをくもう京B文教ia期大学助教授
　　清水佐保子さん

10/2(4)情操を育てよフ
　ー遊びの実技－

京都文教短期大学助教授
　　秋浜友子さん

10/98)生活環境からの
　影響を考えよう

京都大学助教授
　　矢野･喜夫さん

io/ia村病気のきざしを見つけよう
小児科医師

　　服部宗五郎さん

10/23(4)幼児をとりまく
　食生iSを見直そう 管理栄養士

　　司馬正子さん
10/30(4)

バランスのよい料理を作ろう
　　一調理実習－

11/5 昶 脳の形成と働きを知ろう 京都文教短期大学教授
　　平井新司さん

n/iM 絵本の楽しさを伝えよう 児童文学研究者
　　大野由芙さん

11/20(4)子育てする親の姿勢
を考えよう

宇治rti青少年健全育成協議会
　　　笠咳教'iS?ん

二<小倉公民館〉．，　　　回

月日
－ア　ーマ

講　　師

9/l{泗
保育説明会

柿人に子供を預ける
小倉公民It長　公民館運･
営審議会委貝小坂s美子さん

9/lSi) オリエンテーション
幼Vの心身の発達

小倉公民館長.

京郁市立看護短期大学
　　峰漫ll真さん9/2咄幼児のことばのm

10/2倒 幼児の健康管理について 市保健予防課保健婦

w同火
幼児の食生活を考える

(添加物と上手につきあう方法)
消費生活･家庭学コンサルタ
ント　高橋和子さん

10/21(*)子供をとりまく社会環境 京郁大学教育学部教授
　　上杉孝賓さん

10/23(fi
料理実習
　一fi食をしない工夫－ 市保健予防諜栄養士

10/28(*)
子育てに人間的ぬくもりを

(子は鏡の≫,観子関係のあl)かた)

大阪教育大学教授
　　秋葉英則さん11/11(*)

子育てに人間的ぬくもりを

(子育ては観子のもの皆のもの)

ll/17(刈こどもにとっての遊び
Vila山保育園園長　　塩野マりさん

n/25<*)おもちゃを考える
まとめ 小脊公民館職貝

y　　･.伐木’幡　公・民館〉・　　･‘　’．

月日
－ア　ーマ

講　　師

9/17(1}開講式・オリェンアーシ
ョン幼'Hの成長としつけ

木幡公尺館託及び職員

宇iS偏祉圖園長杉本睦子さん

9/2川親子のきずな
(財)a際社会ls吐センター発達
カウンセラー矢野のり子さん

9/39徊幼児の健康と食生活京都文教知期大学助教授
　　玉川　和子さん

10/5()≫同和問題と家庭 市同和対策室室長

10/17(t)子ども達の世界 龍谷大学講師
　　山西　重男さん

10/20(幻偏食をなくす工夫
　(調理実習)

日本調理師専門掌校講tii
　　辻田　継枝さん

10/26()D
あたらしい家庭教育
宇治市就学前教育問題提言

京都敦育大学教授
　　栗田　修?ん

11/5困情操豊かにする遊び京郁文教短期大学助教授
　　秋浜友子さん

11/20(4)絵本に親しむ 京都女子大学教授
　　岡田　純也さん

ll/25(和子育ての体験から
学習のまとめ

市少年補導協議会長谷部松
子さん木幡公民館職貝

　
第
３
回
古
文
書

　
講
　
　
習
　
　
会

　
今
回
は
、
お
塞
″
道
中
に
関
連

す
る
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、

江
戸
時
代
の
文
字
に
親
し
み
、
お

蚕
｀
道
中
と
茶
師
や
民
衆
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
の
知
識
少
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
‘
’
チ
。

お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
0
日
Ｓ
'
2
7
m

㈹
、
1
　
1
月
1
1
日
困
、
1
7
日
脚
の
４
回

連
続
、
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
半
ト

４
時
▼
会
場
・
・
・
中
央
公
民
館
（
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
対
隼
・
・
市
内

に
在
住
次
た
は
勤
務
す
る
人
▼
定

員
・
：
4
0
人
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
、
「
古
文
書
講
習
心
一
受
講

希
罠
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
市
外
の
人
は
勤
務
先

を
書
い
て
、
９
月
2
0
日
㈲
ま
で
に

宇
治
市
歴
史
資
料
館
（
折
居
台
１

Ｔ
自
Ｉ
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
▼
テ
キ
ス
ト
代
・
・
・
五

百
円
▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
：
歴
史
資
料

館
（
き
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

宇治公民館…宇治里尻71

の9 （豊価）2 8 0 4）

木幡公民館…木幡内畑34

の7 (a⑩8 2 9 0）

小倉公民館…小倉町寺内

91（a⑩4 6 8 7）

広野公民館…広野町寺山

17 (n@7 4 5 0）

婦人学級の日程表(宇治公民館)

月日
－ア　ーマ 講　　師

9/l附
万葉の女心をさぐる

　一額田王をめぐって－
文教短期大学助教授
　　前田　*子さん

9/14(fl)中世のキャ')アウーマンたち
二日野富子とその他大勢一 歴史資料館館長

9/24W婦人の自立について
文教短期大学教授
　　平井新司さん10/l困女の生きかいについて

10/8 困 これだけは知ってほしい
　女性の生理

宇治川病院副院長
　　堀　道輝さん

識
印
彭
の
扨
割
岫
廊
ね
、
烈

の
お
郎
南
お
が
ヽ
無
斑
に
も
４
:
5
5

聊
に
あ
わ
と
ゆ
え
．
た
の
を
を
て
ヽ

「
烈
の
総
」
と
ば
か
り
ヽ
斟
の
知

（
応
に
知
か
え
す
知
）
を
ひ
と
す
じ
ヽ

お
ぎ
引
の
つ
る
に
か
て
ま
し
た
。

　
　
「
え
い
／
・
や
っ
／
・
」
と
担
つ
廊

は
ヽ
そ
そ
り
（
糾
筝
の
荊
）
の
訃

吃
殿
の
徽
つ
ぽ
に
ヽ
か
っ
よ
り

到
く
茶
っ
と
ぬ
け
ヽ
畷
に
ひ
か
え

て
い
た
肌
廓
お
郎
の
賜
の
ふ
と
叡

に
、
さ
か
さ
ま
に
卦
き
さ
さ
り
ま

し
た
・
こ
う
し
て
ヽ
廊
可
影
拭

の
尉
ら
弟
が
Ｉ
．
石
ヽ
參
ち
佻
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

お茶とお酒の

　宇治川合戦

　　(下)

　
さ
て
、
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

は
ヽ
影
可
自
前
の
那
前
が
ヽ
匹

に
入
り
み
だ
れ
て
、
さ
ん
ざ
ん
な

斬
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
昔
、
中

ご
く
　
こ
う
う
　
そ
　
お
う
　
　
り
４
う
ほ
う
　
か
ん

国
の
項
羽
（
楚
の
王
）
と
劉
邦
（
漢

　
こ
う
そ
　
　
た
’
た
’
か

の
高
祖
）
の
戦
い
も
、
こ
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
と
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
か
っ
せ
　
　
　
た
う
　
は
じ
　
　
あ
さ

　
合
鞍
が
ヽ
辰
の
初
め
（
朝
の
七

時
か
ら
八
時
ご
ろ
）
か
ら
、
申
の

　
　
　
　
　
ゆ
う
１
た
　
　
じ
　
　
　
　
Ｕ

お
わ
り
（
タ
ガ
の
六
時
か
ら
七
時

ご
ろ
）
ま
で
旛
き
ま
す
と
、
さ
す

べ
堺
禁
も
廊
荊
も
つ
か
れ
て
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
－

　
そ
の
こ
ろ
・
留
紛
を
つ
た
え
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぉ
　
と
り
　
あ
っ

い
た
、
も
ろ
も
ろ
の
魚
や
鳥
が
集

ま
っ
て
、
談
合
を
始
め
ま
し
た
。

⑩

　
「
ご
況
の
で
る
お
恥
拓
に
、
廊
の

刳
と
し
て
印
さ
れ
る
の
で
ヽ
お
溺

に
は
飲
が
あ
る
ご
「
お
廓
參
の
働

Ｓ
に
予
さ
れ
る
の
で
ヽ
お
廓
に
も

戮
が
あ
る
Ｊ
（
な
ん
と
か
、
倣
な

お
り
_
)
ｙ
j
M
し
雪
「
わ
れ
わ
れ

が
、
仲
介
役
を
引
き
う
け
よ
う
ご

と
ヽ
畿
瞰
の
か
獣
が
ぺ
か
し
ま
し

た
い

お
ａ
　
・
Ｓ
　
　
よ
ご
　
こ
い
　
せ
ご

　
近
江
の
鮒
に
、
淀
の
鯉
、
瀬
田

の
妬
に
ヽ
や
浄
川
一
の
岬
ぷ
心
の

儲
に
ヽ
飛
か
の
加
部
・
廓
と
雌
雄

を
な
聡
に
ヽ
が
揆
の
．
匁
と
か
が
・

漏
刻
の
眼
心
へ
お
も
む
い
て
ヽ
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
、
佛
な
お
り

を
轍
み
ま
す
と
、
も
の
わ
か
り
の

　
　
ｑ
ｊ
う
じ
ん
　
　
　
た
い
Ｌ
よ
う
　
あ
い
び

よ
い
両
陣
の
お
ん
大
将
、
合
引
き

に
、
ほ
こ
を
お
さ
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
識

は
く
ど
の
　
う
じ
　
さ
と

白
殿
が
宇
治
の
里
へ
ま
い
ら
れ
、

極
上
殿
が
奈
良
を
お
と
ず
れ
、
宴

を
も
よ
お
し
て
は
、
盃
が
か
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
ち
ゃ
う
　
　
・
‐
か
な
　
ひ
と
ぴ
と
　
　
ｔ
ろ

　
お
茶
請
け
や
肴
の
人
々
は
、
喜

び
の
彩
み
を
ふ
く
ん
で
、
そ
れ
ぞ

れ
ヽ
擲
が
か
へ
徹
り
ま
し
べ
お

ち
ゃ
　
　
さ
け
　
だ
い
は
ん
じ
ょ
う
　
め
で

茶
も
お
酒
も
大
繁
昌
、
目
出
た
し

匝
む
た
し
で
剔
と
な
り
ま
大

　
ふ
る
さ
と
昔
話
は
今
回
で
終
わ

り
ま
す
。
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

764

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

受講生を募集
宇
治
市
史

の
窓

宇治・小倉・木幡公民館

幼児家庭
教育学級



　
第
二
十
一
回
市
民
総
合
体
育
大

会
総
合
開
会
式
が
九
月
六
日
囲
午

前
九
時
か
ら
、
太
陽
が
丘
陸
上
競

技
場
で
十
七
競
技
団
体
約
四
千
八

百
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
体
育
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
二

年
か
ら
始
め
ら
れ
た
市
民
総
体
は
、

▲昨年の市民総体総合開会式（61年９月７日）

保健のお知ら

せ

　
家
庭
看
護
講
習
会

　
家
庭
に
お
け
る
病
気
の
予
防
や

看
護
の
心
得
、
手
当
て
の
方
法
を

知
り
た
い
人
。
現
在
、
家
庭
で
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
夕
看
護
し
て

い
る
人
。
家
庭
看
護
講
習
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健
医
原
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
：
無
料
▼
講
師
・
：
日
本
赤
十

字
社
京
都
府
支
部
・
源
平
久
美
子

さ
ん
▼
申
し
込
み
…
９
月
７
日
側

ま
で
に
保
健
予
防
課
へ
電
話
か
直

接
来
庁
で
。

家庭看謹講習会日程衷

９りｑｐり９０竹ＯＯりＯＯりＯＯりＯ

今
年
で
二
十
一
回
目
に
。
六
十
三

年
京
都
国
体
に
向
け
て
一
層
盛
大

に
繰
り
広
げ
ら
誓
子
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合

は
午
前
九
時
半
か
ら
宇
治
中
学
校

で
行
い
未
了
。

　
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
▼
と
き
…
９
月
Ｈ
日
削
一
か
ら
狛

月
５
日
側
ま
で
の
月
・
金
曜
日
（
全

８
回
）
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
西

大
久
保
小
学
校
▼
対
象
・
定
員
・
・
・

婦
人
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
内
容
・
・
・

リ
ズ
ム
体
操
、
ジ
ャ
ズ
体
操
、
軽

球
技
、
ス
ト
レ
″
チ
体
操
▼
参
加

費
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
市
民
体

育
課
へ
。

市
民
体
育
課

　
健
康
の
つ
ど
い

　
人
と
触
れ
合
い
、
会
話
か
ず
る

こ
と
も
若
さ
を
保
つ
健
康
法
。
体

操
や
講
話
で
、
楽
し
ぐ
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
会
場
・
：
左
下
表
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
ト
４

時
▼
対
象
…
6
0
歳
以
上
の
人
▼
参

加
費
…
無
料
▼
準
ｇ
ｎ
ｇ
-
Ｈ
動
し

や
す
い
服
装
で
、
タ
オ
ル
持
参
▼

宇
治
琵
琶

　
池
本
　
貞
之
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
1
・
８
・
2
5
①

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
６
日
間
、
午
前

８
時
半
に
太
陽
が
丘
第
二
競
技
場

集
合
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）
▼

コ
ー
ス
…
市
民
総
体
総
合
開
会
式

参
加
後
、
太
陽
が
丘
↓
紅
葉
谷
↓

天
ヶ
瀬
ダ
ム
↓
興
聖
寺
↓
大
吉
山

↓
宇
治
神
社
（
解
啓
▼
準
巻
Ｅ

…
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
木
村
長
次
さ
ん
（
酋
⑤
3

6
3
3
）
へ
▼
主
催
…
宇
治
市
歩

こ
ラ
鴫豊

⑩
３
1
４
1

申
し
込
み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
予
防
課
へ
。

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

　
検
査
と
Ｂ
ｃ
Ｇ
接
種

　
ａ
月
７
日
か
ら
、
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
と
Ｂ
ｃ
Ｇ
接
種
が
始

ま
り
ま
す
。
日
程
や
会
場
は
、
六

十
二
年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
ざ
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
４
歳
禾
満
の
乳
幼
児
。

日　時 内　　　　容

9／8(火家庭に病人ができたら

g/ia村 体の動かし方、排泄の世話

9/U困 体のふき方

9/22(M病人の食事と薬

9/24(ね手当てについて

9/29(幻復習と反省

10/1附 復習と反省

10/1a火 老年期の理解、老人のからだ

10/15(ね老人のこころ

10/20(幻老人に起こりやすい病気とその看直

10/22囚寝fzきり老人看護(1)

I0/27(幻宇治市の寝たきり老人施策

I0/29(ね寝たきり老人看護(2)

健康のつどい一日程表

会　場 日時 講　　師

峨南荘集会所
9/16W健康体操指導者

　今西　圭子さん

･*'24(≪上京病院副院S.
　三宅　成恒さん

宇治市農業協

同組合本店

9/30(昶健康体操指導者
　今西　圭子さん

lo/火
n愛会病院副院長

　黒河内　剛さん

　さだゆきちゃんは。2人兄弟。

いつも。お兄ちゃんと遊びます。

　この欄に掲載するお子さん（61

年９月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

お
知
ら
せ

　
社
会
保
険
相
談

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
は
、
市

民
に
と
っ
て
身
近
な
社
会
保
険
制

度
で
す
。
そ
の
仕
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
毎
月
定
例
的
に
市
内
の
公

民
館
で
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
社
会
保
険
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
九
月
の
相
談
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
（
生
後
３

ヵ
月
ぐ
ら
い
か
ら
）
▼
持
参
す
る

物
…
母
子
手
帳
と
問
診
票
▼
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
５
検
査
を
受
け
ら
れ

な
い
子
・
・
・
①
麻
し
ん
（
は
し
か
）
、

流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
）
予
防
接
種
を
営
け
て
１
ヵ
月

以
内
②
以
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
夕
接
種
し

た
子
③
麻
し
ん
、
流
行
性
耳
下
腺

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
５
６

５
０
・
５
６
５
４
、
ミ
ニ
フ
ア

″
ク
ス
酋
⑩
0
8
5
7
）
へ
。

　
〈
手
妖
一
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
・
９
月
８
日
脚
～
1
2

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
９
月
1
1
日

圖
＝
小
倉
公
民
館
、
９
月
2
5
日
圖

＝
広
野
公
民
館
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
給
水
装
置
工
事

　
資
格
者
試
験

　
市
水
道
部
で
は
、
給
水
装
置
工

事
責
任
技
術
資
格
者
試
験
及
び
同

技
能
資
格
者
試
験
受
付
い
未
丁
。

　
受
験
を
希
望
ず
る
人
は
、
水
道

部
所
定
の
申
請
書
に
市
販
の
履
歴

書
と
写
真
（
二
枚
）
、
受
験
料
（
責

任
技
術
資
格
は
千
円
、
技
能
資
格

墜
八
百
円
）
奎
添
え
て
９
月
７
日

側
ま
で
に
、
水
道
部
総
務
課
へ
申

炎
、
風
し
ん
、
水
痘
（
水
ぽ
≒
毛

う
）
が
治
っ
て
一
ヵ
月
以
内
④
と

び
ひ
、
水
い
ぽ
、
手
定
口
病
に
か

か
っ
て
い
る
子
▼
注
意
・
・
・
体
温
は
、

会
場
に
来
る
前
に
必
ず
測
っ
て
お

い
て
ｙ
だ
さ
い
▼
問
監
お
せ
・
・
・

保
健
予
防
課
へ
。

　
な
お
、
各
会
場
共
、
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
の
母
親
に

半
日
人
間
ド
ッ
ク

　
母
子
家
庭
の
母
親
と
寡
婦
を
対

象
に
、
半
日
人
間
ド
″
グ
（
検
診
）

奎
灯
り
手
一
。

　
▼
受
診
期
間
・
・
・
1
2
月
１
日
脚
か

ら
Ｓ
日
出
ま
で
（
日
曜
日
は
除
ぐ
）
。

時
間
は
午
前
中
▼
実
施
場
所
・
・
・
京

都
第
一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ

ー
▼
検
査
項
目
・
・
・
尿
、
血
液
。
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
腸
透
現
、
心

電
図
、
内
科
、
婦
人
科
一
般
診
察

　
孚
宮
ガ
ン
検
査
を
含
む
）
▼
対

象
・
：
母
子
家
庭
の
母
親
と
寡
婦
▼

定
員
・
：
6
8
人
▼
費
用
・
：
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
９
月
3
0
日
困
ま
で
に
福

祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

月
１
日
脚
ま
で
の
第
２
・
第
４

火
曜
日
、
た
だ
し
、
最
終
回
の

み
第
Ｌ
火
曜
日
（
全
７
回
）
．
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
～

９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会

館
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
ろ
Ｌ
コ

し
込
み
欠

　
な
お
、
受
験
に
際
し
て
は
一
定

の
資
格
が
必
要
。
詳
し
ぐ
は
水
道

部
総
務
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
貴
任
技
術
資
格
者
試
験

　
っ
学
科
試
験
…
９
月
1
8
日
廊

　
ひ
実
技
試
験
・
・
・
９
月
2
1
日
囲

▼
技
能
資
格
者
試
験

　
っ
学
科
試
験
・
：
９
月
1
8
日
幽

　
っ
実
技
試
験
＝
・
９
月
2
2
日
㈹

　
　
　
　
　
　
（
水
道
部
総
務
課
）

　
府
政
を
見
る
会

　
　
（
施
設
見
学
会
）

　
早
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町

の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、

ヽ
「
府
政
か
見
る
命
　
（
施
設
見
学

会
）
の
参
加
者
夕
募
集
し
示
ｙ
。

　
▼
と
亨
・
1
0
月
６
日
脚
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
昼
食
は
主
催

者
で
用
意
）
▼
見
学
先
…
府
立
消

防
学
校
、
府
総
合
見
本
市
会
館
、

あ
者
。

　
〈
手
話
教
室
〉

　
▼
と
き
…
９
月
９
日
出
Ａ
１
１

月
４
日
出
の
毎
週
水
曜
日
（
全

８
回
）
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
ろ
ラ
あ

者
の
生
活
を
考
え
る
講
座
、
手

話
実
技
な
ど
▼
対
象
・
：
健
聴
者
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
必
一
館
▼
対

象
・
定
員
・
：
市
内
在
住
の
人
、
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
問

い
負
笹
…
９
月
2
2
日
脚
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
円
高
関
連
と

　
定
期
巡
回
移
動
相
談

　
円
高
の
状
況
下
で
、
関
連
下
請

け
中
小
企
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
小
企

業
の
取
引
あ
っ
せ
ん
に
か
か
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
１
１
Ｈ
圖
、
午
後

１
時
～
２
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
商

工
心
一
議
所
▼
対
象
・
・
・
府
下
中
小
企

業
の
製
造
業
（
建
設
業
を
啄
ぐ
）

▼
相
談
員
・
・
向
京
都
府
中
小
企
業

振
興
公
社
職
員
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
日
に
登

録
す
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
夕
行

い
ま
ず
。
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
な
ど
を
お
確
か
め
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
孝
：
９
月
３
日
團
ト
了
日
間

　
午
前
且
Ｉ
Ｔ
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
・
：
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
事
務
局
。
（
市
９
屏
２
階
）

▼
登
録
鳶
父
夭
…
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
し
、
四
百
月
１
日

　
現
在
で
引
き
続
い
て
住
民
登
録

　
を
し
て
い
る
人
①
昭
和
知
百

月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
（
満
2
0

歳
以
上
）
、
四
Ｔ
月
1
9
日
か
ら

四
百
月
１
日
ま
で
の
間
に
、

宇
治
市
へ
転
入
届
忿
誇
ま
せ
た

か
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人

②
昭
和
4
2
年
４
月
2
8
日
か
ら
む

年
９
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ

（
満
2
0
歳
以
上
）
、
6
2
年
１
月
1
8

日
ま
で
に
転
入
届
m
ま
ｆ
ｅ
)
た

か
、
住
腸
罰
作
成
さ
れ
た
人
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

就
業
構
造

基
本
調
査

総
務
庁
統
計
局
で
は
、
十
月

・
バ
ス
な
ど
都
市
交
通
の
利
用

実
態
蔵
お
の
お
の
都
市
別
に

戸
５
え
、
将
来
の
総
合
的
な
町

づ
く
り
に
生
か
す
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

か
ら
無
作
為
に
三
百
六
十
世
帯

を
選
び
、
「
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ

ラ
な
交
通
機
関
劣
こ
の
ぶ
つ
に

利
用
し
た
か
」
を
お
聞
き
し
ま

す
。

　
選
ば
れ
た
家
庭
に
は
、
は
が

き
で
通
知
す
る
と
共
に
、
調
査

員
が
伺
い
未
丁
。
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
家
庭
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
柔
す
。

　
な
お
、
調
査
に
関
す
る
ご
意

見
ご
質
問
は
、
都
市
計
画
課
（
萱

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

未
就
業
看
護
婦
の

　
　
実
態
調
査

態
を
把
握
し
、
雇
用
対
策
な
ど
　
府
で
は
、
看
護
婦
山
、
准
看

の
行
政
の
基
礎
資
料
と
な
る
統
　
護
婦
山
、
助
産
婦
や
保
健
婦
の

計
を
作
る
も
の
で
す
。
　
　
　
資
格
（
免
許
）
を
持
っ
て
い
る

　
本
市
で
は
、
三
十
一
の
調
査
人
で
、
現
在
業
務
に
就
い
て
い

区
が
調
査
対
象
地
域
で
、
九
月
な
い
人
を
把
握
す
る
た
め
の
調

一
日
か
ら
準
備
調
査
の
た
め
に
、
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
　
す
る
人
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

の
結
果
、
抽
出
さ
れ
た
世
帯
に
　
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
な
い

は
、
九
月
二
十
三
日
か
ら
調
査
　
人
は
、
次
の
要
領
で
ご
連
絡
く

票
を
配
布
し
乖
ゐ
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
柔
ｙ
。

　
調
査
し
た
事
項
は
統
計
の
た

め
に
が
け
使
い
、
そ
れ
以
外
に

使
用
ず
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
あ
り
の
李
刄
記
入
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
に
関
す
る
問
い

ふ
Ｂ
せ
は
企
画
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
　
（
企
回
課
）

交
通
実
態
調

査
　
建
設
省
で
は
。
九
月
下
旬
か

ら
千
月
中
旬
に
か
け
て
、
全
国

の
代
表
的
な
都
市
で
人
の
動
き

に
関
す
る
交
通
実
態
調
査
を
行

い
毒
了
。

　
こ
の
調
査
は
、
道
路
・
鉄
道

だ
さ
い
。

▽
連
絡
事
項
…
氏
名
、
住
所
、

　
電
話
番
号
。
生
年
月
日
、
免

　
許
種
別
（
持
っ
て
い
’
（
チ
ぺ

　
て
の
免
許
）

▽
連
絡
期
間
・
：
９
月
１
日
脚
１

　
９
晶
晶

▽
連
絡
先
・
・
・
宇
治
保
健
所
（
宇

　
治
若
森
了
１
６
・
Ｓ
０
２
１

　
９
１
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

765

各種実態調査に

　ご協力を

在
宅
障
害
者

デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

手
話
教
室
を
開
講

第
2
1
回
市
民
総
合
体
育
大
会
総
合
開
会
式

9
月
6
日
太
陽
が
丘

問い合わせ保健予防課電話223141
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　　献血

●３日(宇治保健所、lO時～正午と13時～15

時半)、10日(陸上自衛隊関西地区補給処、

10時～正午と13時～15時半),

22日(大久

保ショッピングセンター､･lO時～正午と13

時～15時半)。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所一午前9

時～10時

半)。

　　相談あんない

●青少年相談(17日、市民会館13時～16時)。

●登記相談(

8日、総合福祉会館13時半～15

時半)。

●京都府交通事故相談(2日、16日、京都府

宇治地方振興局き⑤2049,

9時～16時く土

曜日は午前９時～11時〉)。
宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。

E……………………………………………………………………ﾖ

　　社会福祉協議会の法律（定貝io人）・年

　金・結婚一心配ごとなどの相談日程や、
･ w ･ 頁鮨”じロ巳－こ'J. こヾﾉﾌﾛﾛ火口T土V、

ｉ行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、62年度版「市民カレンダーと

手びきJIに掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相
－swI Qr4●ゝ 〃二入゛714'rQ z/"～/=こ･ぺ：
談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(S⑩8698)

で｡･　　　　　　　　　　　　　　　　：：で｡I　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1…………………………………………………………………j

身につけよう

正しい応急処置法

　　9月９日は救急の日

　
九
月
九
日
困
は
救
急
の
日
１
．
今
年

上
半
期
（
一
月
上
〈
月
）
の
救
急
出
動
は

千
五
百
二
十
二
回
で
、
合
計
千
四
百
九

十
八
人
を
医
療
機
関
へ
搬
送
。
こ
の
内
、

家
族
な
ど
周
囲
の
人
た
ち
や
、
ま
た
患

者
自
身
に
応
急
忠
男
心
得
が
あ
れ
ば
、

生
命
が
救
わ
れ
た
り
、
傷
病
の
悪
化
が

防
げ
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
と
っ
さ
の
場
合
に

備
え
る
応
急
処
置
法
に
つ
い
て
の
講
習

会
を
、
皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
随
時

開
催
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な

お
、
お
申
し
込
み
は
町
内
（
自
治
）
会
や

グ
ル
ー
プ
、
事
業
所
な
べ
団
体
で
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
左
記
へ
。

　
★
中
消
防
署
（
豊
⑩
0
1
1
9
）
★
東

宇
治
消
防
分
署
（
ａ
⑩
8
7
5
9
）
★
西

消
防
署
（
豊
⑩
3
9
0
0
）
★
伊
勢
田
消

防
分
署
（
容
前
4
7
8
0
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）
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　9月9日は救急の日

万
策
素
子
堡
塁
竃
叢
雲
器
盲
屡
報
庭
兼
言

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
轡
館

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）

9月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

し尿収集の届け出を
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